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Spitzer Bubble は、8µmでトレースされる半径数 pcのリング構造とその内部を満たす電離ガスから成る天体
である (Churchwell et al. 2006)。このリングはOB型星の紫外線放射によるガスの膨張によって形成され、さら
にその圧縮により周囲の星形成が誘発されていると理解されてきた (e.g., Deharveng et al. 2010)。しかしながら
近年、Torii et al. (2015) による Spitzer Bubble RCW 120の観測的研究などから、リングの形成及び領域内の
星形成をよりよく説明するメカニズムとして分子雲衝突が提案されている。
我々は、RCW 120 と類似した特徴を持つ Spitzer Bubble N4に着目し、FUGINデータから同定された視線速

度の異なる 2つの分子雲同士の衝突により大質量星の形成が誘発されたというシナリオを提案した (藤田他 2018
年春季年会)。今回我々は、N4から∼ 5′離れた場所に位置する半径 1–2 pcほどの star-forming clump N4Wにお
けるFUGINデータの解析を新たに行った。その結果、本領域で同定されている 4つの中間質量 (> 5M⊙) Young
Stellar Object (YSO) (Chen et al. 2016) からのmolecular outflowが検出された他、N4Wに付随する視線速度
の異なる 2つの分子雲をつなぐ輝線強度の低い広がった成分の存在が位置–速度図等からわかった。これは分子雲
衝突天体における重要なシグネチャーとして知られる bridge featureである可能性が高く、N4と同様にN4Wで
も分子雲衝突のシナリオが考えられる。想定される衝突のタイムスケールと 4つの YSOの年齢 (< 0.5Myr) と
の間に大きな矛盾はなく、またそれら 4つの年齢が互いに概ね等しいという先行研究の結果も解釈可能である。


